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整備効果

　当該工事は、上記国道6号勿来バイパスの茨城県区間（L=1.9km)の内、北茨城市関本町に流れる関山川
の護岸・水路の切り回し及び函渠工の基礎となる地盤の改良を行う工事です。

　主な工事内容としては、地盤改良工、法覆護岸工、構造物撤去工、仮設工です。

　すべての工事において、工期期間中は終日、全面通行止めで施工を行います。
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国道6号勿来バイパス関本町地区改良工事説明書

工事名 Ｒ１年度国道６号勿来ＢＰ関本町地区改良工事

発注者名 国土交通省　関東地方整備局　常陸河川国道事務所

請負者名 株式会社　岡部工務店

連絡先

工　　期 令和元年11月 2日　～　令和2年 6月30日

事業名 国道6号大勿来バイパス事業

事業の概要及び整備効果

　茨城県北茨城市から福島県いわき市までの国道6号は、東日本大震災時の津波などにより通行止めが発生し
ました。また、当該区間は、県境をまたぐ通勤・通過交通に加え、復興関係車両や観光車両などが混在しており、
渋滞によりアクセスが阻害されています。

発　注　者 受　注　者

　勿来バイパスは、津波浸水区間を回避した災害時の避難・救援活動を支援するネットワークを確保するととも
に、復興を支える幹線道路の渋滞緩和とアクセス改善による観光地再生により、地域の住民生活に寄与する事
業です。

　　津波浸水区間を回避し、災害時の避難・救援活動を支援するネットワークを確保します。

　　通過交通が分散し、国道6号の渋滞が緩和し魅力ある観光地の再生を支援します。

　　医療施設への搬送時間が短縮するなど、地域住民の命を守る救急医療活動を支援します。

●防災機能の強化

●渋滞緩和・アクセス改善による観光地再生

●救急医療活動の支援

工事内容
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